
平面図のマップでなくこのように雲と山と丘のようにデフォルメして立体的に描いてほしいです。

以下のように、手書きの感じとカラフルな感じがよいです。
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S

間伐材のなかには
、しいたけやなめこ
を植菌するものも。
きのこ園作りへ

売上の一部をユニセフ・国境な
き医師団への寄付

売上の一部を町
内の小中学校の
運動・体育施設備
品として寄贈（３．
４）

竹林や雑木林
の適正管理に
よる多様な森
と生態系の保
全

湿地を維持管理し、メダ
カ・ゲンゴロウ・モリアオ
ガエル・ホタルなど里山
の生態保全

体験教室では、炭へ
の着火剤を松ぼっく
りなどの自然素材
を活用し石油製品
利用の削減

資源の有効活用のた
め、薪の燃え残りなど
リユースコーナーを設
置。

電力を自社生産す
るために、屋上に
再生可能エネルギ
ー設備を導入

芝草刈りの雑草カス
を活用したカブトム
シのベッドづくり

残飯の一部は畑のコ
ンポストで有機分解

使い捨て食器類の削
減・プラスチック商品
の削減

薪の活用後は
、灰にして畑の
肥料へ

木製遊具は約5年で交
換。その後薪として野外
炊さんなどで再利用

広葉樹の間伐材は、しい
たけなどを植菌しホダ
木として活用

竹林や雑木林の維持管
理による生態系の保全

×

薪の燃え残りを回収す
る取り組みを導入し、体
験教室などでリユース

×
○

木を間伐して遊具に利
用。定期的な間伐は、
健康な森をはぐくむ。

どんぐりを拾って苗作
りや植林による森作り

薪の活用後に出る灰の
一部は畑の肥料へ

売上の一部を町内の小中
学校へ寄付

売上の一部をユニセフ・国
境なき医師団へ寄付

使い捨て食器類の削減・プ
ラスチック商品の削減

残飯の一部はコンポスト
で分解し畑の土作り

ビジターセンター屋上に
太陽光発電を導入

ビオトープ作りで湿地を
管理し生物・植生の保護

みんなの遊びが森を育てる

森の国　循環MAP
じゅん  かん

MORINOKUNI circulation map of SDGs

【A】木を間伐して遊具に利用･･･
アスレチックの遊具の多くは自然の木から作っています。樹種は杉やヒノキといった針葉樹。チェンソーを
使い伐採するのですが、まずは、どの木を間伐するか？密度の高いエリアから「間引く」木を選定します。
これにより太陽光を取り合って成長が阻害されていた木が光をしっかり浴びることができるようになり、ま
た大きくなります。倒した後は、４ｍの長さに刻んで運び出しまｓが、森の中は機械が入らずワイヤーや滑
車を使い工夫しながら運び出すことも。そのように作業場まで運搬します。そのあと、ナタなどを使い、手
作業で木の皮をはぎとります。これは虫が木の幹と皮の間に巣を作り、材木を食い荒らすことがあるからで
す。はいで初めて遊具の材料になります。
【B】木製遊具は約５年で交換･･･
自然の木で作った遊具は日当たりが悪い場所で３～５年、日当たりと風通しが良いところでも６，７年ぐら
いで腐食します。全部で数千本の材木が使われているアスレチックの森。毎週のように遊具を点検します。
目視やハンマーで叩いたときの音の具合など、経験を総動員し、いろいろな方法で点検を行います。たとえ
ば昆虫コース７番「アリジゴク脱出」に使われている板は６００枚。全て形が異なります。腐れが進行して
いる場合は、その板を取り外し、その場で同じ形の板を作ってはめます。
【C】どんぐりを拾って苗作りや･･･
遊具の材料となる針葉樹の植林は数十年に一度特定の場所にまとめて行います。一方で、日ごろの健康な森作
りのために、クヌギやコナラなどの広葉樹をどんぐりから集めて育て植林します。
【D】薪の活用後に出る灰の一部は畑の肥料へ
灰はカリウムやリン酸といった植物にとって重要なミネラルを豊富に含んでいます。廃棄するのではなく畑にす
きこんで土作りなど、樹木の育った敷地内の大地に還元します。
【E】間伐材をしいたけのホダ木に･･･
どんな木でも良いわけではありません。樹種によってキノコ菌と相性があります。クヌギやコナラはしいた
け用に、サクラはなめこ用にとっておき、それ以外の広葉樹は薪にします。原木しいたけ収穫の体験教室に
役立てたり、こども自然体験合宿や修学旅行のこどもたちの食事に、しいたけを乾燥保存し食事に活用した
りします。
【F】薪の燃え残りをリユース…
まだ使える薪や消し炭を回収BOXに入れていただき、体験教室などで無駄なく最後まで利用する取り組みで
す。主にキャンプで使い切れなかったものを活用させていただいています。

【G】竹林や雑木林の適正管理による生態系の保全
風雪や害虫により倒れた木や竹を除去することで、適度に光の入る風通しの良い森や竹林が維持されます。
森をお客様に利用していただくことが、健康な森の維持管理につながっています。

【I】太陽光発電
例年暑い日が続くようになる中、日差しを敵ではなく味方にできるようにできないかとの検討の末、２０２
２年に導入。晴れた日は自家消費分をほぼ自家発電でまかなうことができます。弱点は冬です。雪が積もる
たびに屋上に出てパネルの雪を取り除く作業を行い、少しでも発電できるよう管理しています。
【J】残飯の一部はコンポストで分解し畑の土作り
レストランで出る野菜くずや残飯をゴミとして処理するのではなく、何かに活用をできないか考えました。
ゴミを減らすことにつながり、また畑の肥料にも役立つようになりました。
【K】使い捨て食器類の削減・プラスチック商品の削減
飲食業では、食器洗浄作業の軽減にため使い捨て食器類を導入しがちです。森の国ではカキ氷のスプーンスト
ローの使い捨てをやめるなど皆様にもご理解とご協力をおねがいしています。
【D】薪の活用後に出る灰の一部は畑の肥料へ
灰はカリウムやリン酸といった植物にとって重要なミネラルを豊富に含んでいます。廃棄するのではなく畑にす
きこんで土作りなど、樹木の育った敷地内の大地に還元します。
【E】間伐材をしいたけのホダ木に･･･
どんな木でも良いわけではありません。樹種によってキノコ菌と相性があります。クヌギやコナラはしいた
け用に、サクラはなめこ用にとっておき、それ以外の広葉樹は薪にします。原木しいたけ収穫の体験教室に
役立てたり、こども自然体験合宿や修学旅行のこどもたちの食事に、しいたけを乾燥保存し食事に活用した
りします。
【F】薪の燃え残りをリユース…
まだ使える薪や消し炭を回収BOXに入れていただき、体験教室などで無駄なく最後まで利用する取り組みで
す。主にキャンプで使い切れなかったものを活用させていただいています。

【G】竹林や雑木林の適正管理による生態系の保全
風雪や害虫により倒れた木や竹を除去することで、適度に光の入る風通しの良い森や竹林が維持されます。
森をお客様に利用していただくことが、健康な森の維持管理につながっています。
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